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共通テーマ 「生徒の学習意欲を喚起 し,数 学的な見方や考え方を育てる指導の工夫 」

1生 徒一人一人が意欲をもって取 り組める課題学習の工夫(1班)
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1生 徒一 人一 人が 意 欲 を持 って取 リ組 め る

課 題 学習の 指 導の 工夫

1.主 題設定の理由

国際化 ・情報化が一段と進展することが予想されるこれか らの社会の中で,中 学校教育に

求められていることは,自 ら学ぶ意欲をもち,社 会の変化に主体的に対応で きる生徒の育成

である。そのためには,基 礎的 ・基本的な内容を確実に身に付けさせるとともに,生 徒一人

一人に意欲的に学習に取 り組む態度を育成する必要がある。授業においては生徒の意欲的な

学習活動を促し,考 えることの楽 しさや問題を自分で解決 したときの喜びを体得させること

が重要である。そして,そ の積み重ねによって培われた学習への態度や数学的な考え方は,

日常生活の中で生きて働 き,必 要な場面で物事に主体的に取 り組むとともに自ら考え判断で

建る生徒の育成につなが ると考える。

ともすると,数 学の授業ではすべての生徒に基礎的 ・基本的な知識や技能を身に付けさせ

ようと思い,限 られた時間の中でできるだけ多 くの練習問題を与え,取 り組 ませようとする

場面が少な くない。その結果,問 題 を解 くことに主眼がおかれ,数 学的な見方や考え方のよ

さを感得 させたり,進 んで数学を活用 しようとい う態度を育てようとする配慮に欠けること

になると思われ る。 この点に十分留慮し,毎 日の授業についてその指導のあり方を工夫す る

必要がある。生徒が 自らの課題の解決への学習を通 して,数 学の見方や考え方のよさを知 り,

数学の活用能力を身に付けるようにさせたいと考え本主題を設定した。

2.研 究のね らい

一人一人の生徒が課題意識をもち,そ の解決に向けて意欲的に取 り組むようにするととも

に,そ の過程において生徒の思考活動を大切にし,解 決の喜びを味わわせるようにすること

が大切である。 このことを踏 まえ,次 の2点 を研究のねらいとした。

(D一 人一人の生徒が,自 ら課題を見いだし,自 らの方法でその課題を解決してい く主体的

な学習が必要である。そのための課題 とな りえる教材を開発する。

② その課題を通 して単なる知識や技能の習得だけでな く,既 習の学習内容を総合し,主 体

的に解決 していこうとする学習の仕方を身に付けさせ るとともに,課 題を解決する過程に

おいて,「 数学は楽 しいものだ 」「数学はこんなところで役立 っている 」とい う数学的な

見方や考え方のよさや有用性を体得 させ る。
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3.研 究内容

(1)課 題 学習にっ いて

① 教材 の 選定

まず課題学 習に適 した教材 を選ぶ ために,そ の要件につ いて考 えてみた。 そ して,特 に大

切 と思 われ るものを次のよ うに整理 した。

・身 に付 け させ たい数学 的な見方や考 え方が は っきりしてい るもの
。

・課題 を解決す ることによ って,新 しい課題 を見いだす ことが で き,発 展性が あ るもの。

・一人一人の生徒が興味 をも って取 り組め る もの
。

・理解が遅れてい る生徒 でも十 分に取 り組 め
,高 度 な数学 的技巧 を必要 としない もの。

・操作 を伴 うもの。

② 課題学 習の学習過程 と留意点

_____一_一_・ 一人一 人の生徒が興味を も ち「お もしろ

0り 課題 を 自分 の もの として とらえ る。 そ うだ,や ってみ よう 」と思え る教材を

開発 する。

↓

・むやみに考え方の筋道 を指示 した りす ることの ないよ うに

K)課 題を追求 する。 す る。 ヒン トを与 えて も生徒 か ら発想がでて くるよ うに待

一 ち続 け る姿勢を も ち
,じ っ くり考え させ る。

↓

一 ・解決 にいた る過程を大切 にし,生 徒が結 論を得たかど うか よ り主

(ウ〉 解 決す る。 体的か つ意欲 的に問題 に取 り組 めたかど うかを皇視 す る。

↓

(_)結 果 を まとめ,他 へ伝え る。

・学年 の違 い,生 徒の実態 によ り,時 には グルー

プ討 論等を利用 して全体 の場 につなげ る。

!

㈲ 振 り返 ってみ る。

・教師が あ らか じめ考 えた観 点 につ いて自己評価
,相 互 評価

を通 して よ りよい態 度の育成をはか る。
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② 課題学 習の教材 の検討

前記の要件を満 た した学習過程を構 成で きる教材 の作 成を考 えた。 その中には}新 しい

教材だ けで はな く,こ れ まで ある教材 も視点 を変えて新 し く構成 する ことによ って,課 題

学習 に適す る教材 が で きるの ではないか と考 え,作 成 ・検討 を続 けた。

検 討 した い くつかの教材 を次にあげ る。

① 長方形 の グ ラン ドの中 に徒競争の コースをつ くろ う。

直線 ・曲線を使 って,い ろい ろな平面図形 の グラ ン ドに長 さの合計が等 し くな る徒 競争の

コー スを作成す る。 この課題 を通 して,平 面図形 の周 の長 さにつ いての復 習をす る。 さら

に,そ の長 さを 計算 させる ことで三平方の定理 を考え させ る。 、

② あ る長方形の なか にで きるだけ た くさん の ユ0円 玉 をつめ こんでみ よ う。

長 方形の なか にどの よ うに並べた らた くさん入 るか考 え,規 則性や 円の 面積 につい て考え

る。 この課題 を通 して,す き間の問題や 円の性質 などを考 え させ る。

③ あみだ くじにつ いて当た りやす さな どを考 えてみよ う。

あみだ くじの作 り方 の原 理について考え,行 く先 を決 めたあみだ くじを幾通 りも作 りなが

ら規則性を発 見す る。 また当た りやす さについて考 える。 この課題を通 して確率 について

考え させ る。

④ 切断 した立方体 を組 み立 てて空間図形 を理解 しよ う。

立方体 を一つの平面で切 った とき,そ の切 り口が六角形 にな るよ うな展 開図 を作 らせ る。

それを組 み立 てて立 体を作 る。 この作業 を通 して立 体の面や辺の位置関係 を理解 してい く。

⑤ 長方形の壁 に タイルを す き間 な く貼 ろう。

与え られた長 方形の 中に合同な タイルをす 容間 な く貼 るにはどの様 な タイルを貼れば よい

だ ろ うか。 もとの長 方形 と相似 な タイルを基本 として考 えてい くことに よ りいろいろな形

を考え る。

⑥ 折 り紙 で多角形 を折 る。

折 り紙を折 ることに よ り,角 の二 等分線 垂 直二等分線,な どの折れ線 を使 ってhな 多

角形を作 る。

⑦2点 間 の最短 コー スを見つ けよ う。

平 面上の2点 間 の最短 コー スを,途 申 の条件 や周 りの状況 を変え て考え る。 この作業 を通

して,直 観 的な物 の見取 や図 形を取 り扱 う力を養 い,さ らに線 対称や合 同の証 明,ま た規

則性 を考え る ことによ り関数的な見方 ・考 え方などを養 う。
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以上の教材 を検討 し,本 研 究で は多様 な学習 目標 を設定 で きる点 と,学 年 ごとに対応で き

発展性が あ ることか ら⑦ について2つ の学年 で授業計 画を立 て,実 施 し評価 検証 した。

(3)課 題 例

① 課題 名 と内容

〈2点 間の最短 コー スを見つ けよ う。〉

右の図 のよ うな平行 な2直 線 量,mの 真ん中に離れ て位置

す る2点A,Bが あ る。Aを スター トして,2直 線 に1回 皿

ず つ接 してか らBに 進 む。A・ ・B

この時,ど のよ うに進 めば最 短 コー スになるか。m

② 本課題の ね らい

まず初 めに生徒 自らが,興 味 ・関心を も って意欲的 に取 り組 め る課題 とす るため に,最 短

コー スの問題を 身近 な問題 に変 えて出題 す る。 その ため具体 的な問題 として,直 観的 に解答

を 出させ ることとした。 また,方 眼紙を使 うことによ ってよ り考 えやす くした。 次に,一 人

一人の発想を大切 にし
,発 表方法 の工夫 に よ り満 足感や数学 に対す る親近 感を もたせ る。

また,解 決の過程 にみ られ る数学 的な見方や考 え方を 身に付 け させた り,条 件を変え るこ

とに より生徒 自ら課題を作成 した りして,学 習への意欲を もたせ る。

(4)実 践例

本課 題について,1年 生を対 象に次の問題 で授 業を行 い,そ の反省 に立 って,次 ペー ジ①

の通 り実践 した。

問題1A君 は,サ ンカー部で毎 日 トレーニ ングに励 んで い ます。今 日の トレーニ ングの

メニ ュー は次の よ うな もので した。 「自分の立 って いる位置 か ら左右の壁に1回 タッチ し

郎 韓 グ て,で さるだけ速くBの位置まで走る」と顧

At?B8m問 のM先 生は言
った。A君 が少 しで も走る距

麟 離を少なくす鵬 どんなコースを走れ1ま
I

ドー12m→1よ い の だ ろ う。

ほ とん どの生徒が興味 を もって取 り組 み,楽 しい授業 だ った と感 じたよ うである。 また,

班 や学級全体 で意見 を 出し合 って考 えた ことが強 く印象に残 った生徒 も多か ったが,次 のよ

うな問題を残 した。
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・長 さを定規で測 らせた ため ,理 論的 に考 え て最短 コー スを求 め ることをせず に測定値 で比

較 した。

・正解 が1つ で ある課題 の ため,班 で検 討 させ たことに よ り,個 人の様kな 意 見が発 表 され

ず に終 わ って しま った。

そ こで,次 の2点 に留意 して実践 を行 った。

・定規 で測定 しないで考え させ る。

・班 で討論 させ ない で,個 人で発言 させ る。

① 指導過程(第1時)… …対 象第2学 年

ア 導入(問 題 の提 示)

.g

・A

新 しい反復横 とび をや ってみよ う

真ん中か ら左へ行 って ライ ンを踏 む。 右 に行 って右の ライ ン

を踏 み 真ん 中へ戻 って くる。 これが普通の反復横 とびですが,

これに加え て,前 に進 む ことに します。Aか ら出発 してBま で

最 短 距 離 で 行 くに は,ど うい うコー スで行 けば よいで し ょう

か。

イ 展開 と生徒 の反応

個 々に方眼用紙 を配 り;問 題 について考 えさせ,コ ースを記 入 させた。 その後,代 表 的

な考 えを取 り上 げ,拡 大 コピー して,黒 板 に貼 り,ど れが最短 コー スに なるか詰 し合わせ

た。長 さを測 って求め ることが で きないた め生徒 はい ろいろな コー スを考 え た。授業 では

次に示す6例 を取 り上 げ た。(た だ し,こ の中 に正解 は含 まれ ていない)
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・図4と 図5を 比較す ると,図7の よ うに2点 間を直線 で結 んだ ほ うが短 い。

・図1と 図2を 比較す ると,図8の よ うに点 対称の折れ線 とな り,2つ の折 れ線 の長 さは等

し くな る。

・図3は 平行線の間を1往 復 しているので,図9の よ うに線 分を移動 させて考 え ると,図2

よ り長 い。

晶_一_:A曹

図7図8図9

こ の よ うに 話 し 合 い を す る こ と に よ り,図2(図1),図5,図6の3例 に し ぼ る こ と

が で き た 。 この3例 よ り最 短 コ ー ス を 考 え る こ と は 次 時 と な っ た 。

② 指 導 過 程(第2時)`[圏E'iC
_

前 時 の 話 し 合 い を 思 い 出 させ,3例 に し ぼ ら れ た 過 程 を 復 習 す る。'・' .'"デ

イ 展 開 と 生 徒 の 反 応 .『.;

図2を も と に し て 点Aか ら,点Cに 到 達 す る ま で の 最 短 コ ー ス を 考 え.、"冒i

さ せ た 上 で,も う1度 問 題1に 戻 り,最 短 コ ー ス を 考 え さ せ る。 　 邑 一 妬『血¶図2

生 徒 は,直 線 丑上 の い ろ い ろ な 点 で 接 す る コ ー ス を 作 っ て 考 え て い た

が,最 短 コ ー ス に 結 び 付 く考 え は,出 て こ な か っ た 。

そ こ で,「AD聞 の 長 さ と 同 じ 長 さ を 作 っ て み よ う 」 と 発 問 し た と こ

iノr

ろ・ADを 結んだ生徒が 多か ったが対称 な点Aを とりADを 結 んだ ゴ了1ズ .

1

生徒が いた。 この意見を取 り上 げ たと ころ,点Aと 点Cを 結び

最 短 コー スを考え るよ うにな ったo

問題 を改めて考え ると,前 時 には出なか った正解が得 られ るよ うにな った。

③ 指導過程(第3時)

ア 導入(問 題2の 提示)
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回数を増 やす,A,Bの 位置 をず らす,左 右の ライ ンを平行で ない ものにす るな ど。

どの問題 につい て も,最 短 コー スは必 ず考えて お くこと。

イ 展開 と生徒 の反応

各 自に方 眼紙を配 り,自 由に問題 を考え させ た。 その後,い くつか の異 な った問題を

取 り上 げf生 徒 に示 しi全 員で最短 コー スを考 えた。

生徒 の作 った問題 には,次 のよ うなものが あ った。

1

i

マA::`』::∵A　 一'

図1図2図3図4

・図1の よ うに点A ,Bの 位 置を変 え た生徒14名

・図2の よ うに踏 む 回数 を変 えた生 徒8名

・図3の よ うに直線 の向 きを変 え た生徒2名

。図4の よ うに組 み合わせた り,ラ イ ンを折れ線 に した生徒……7名

④ 考 察

ア 第1時

身近な問題 として この問題 を とらえ,ほ とん どの生徒が意欲 的に取 り組 ん だ。 また,

定規 を使用 しなか ったので,長 さを測 って求め ることがで きないため,生 徒 各 自が いろ

いろな コー スを考 え る ことが で 窒た。 しか し,フ リー ハ ン ドで線 を書 いたため,生 徒の

書 く直線が格子点 を通 る通 り方 に限 られ,な かなか正解 は出て こなか った。

イ 第2時

教師が ヒン トを与 えて発問を した ことによ り,生 徒 の中か ら最短 コースの求め方が 出

て きた。 これ によ り,改 めて合同 な三角形 の性 質や2点 間を結ぶ最短 コー スは直線 であ

る ことを実感 としてつかめた生徒が 多か った。

ウ 第3時

多 くの生徒 が積 極的 に自分で問題 を作 ることが で きた。 中には,か な り複雑 な もの も

あ ったが,関 数 的な見方 ・考え方 には発展 させ られなか った。

← 争
奮
h'1

ど

A 1
司
「

1

一, む

1

1

骨

1

一一

r B
nL

■

r
B

`
1

卜

嫡

.一 「

●

1

■ 曹 ■ 一馬

1.

冒
魂 也

占

. A ●

三灘 1
こ

h■ 一

==1. 算{=
r

.朕
�;

・三一i-{:

一i-!澗}二
∫

一一8一



⑤ ア ンケー トの集計(第3時 の授業後 に行 ったア ンケー トの結果)

・今 回の授業 に興味を もって取 り組 め ましたか
。

はい……27名 いいえ……1名 ど ちらともいえな い……6名

・最 短 コースを求 める最初 の問題 について,い くつかの コー スを 自分で調べ る ことがで き

ましたか はい……30名 い いえ… …4名

・バ リエー シ ョンの コー スについて,自 分で問題を作 る ことがで きましたか

はい… …31名 い いえ… …3名

・今 回の授業 はいつ もの授業 に比 べて楽 しか った です か

はい……25名 い いえ ……0名 ど ちらともいえない……8名 無答… …1名

4.ま とめと今後 の課題

(1)課 題学 習の教材 については,す でに 多 くの研 究が行 われ てお り,新 しい教材 を開発す るの

に時間を 要 した。

② 与 え られ た課題 を生徒が 自分の もの として と らえ,興 味 を も って取 り組 めるよ うにす るに

は,身 近 な内容 に置 き換 えて展 開を工夫す る ことが大切で ある。

(3)実 際に課題学習の授業を行 うと,教 師 が最初 に予想 した授 業 とは異な る展 開 になる ことが

あるので十 分な教材研究 と柔軟 な対応が 必要で ある。

(4)課 題 学習 に在体 的に取 り組 ませ るに は,平 素 か ら生徒 中心の授業を工夫 してお くことが大

切であ る。

(5)問 題 を考え る時間 を十 分に与 え るとともに,お 互 いの意見や発想をで きるだ け多 く発表 し

合 う時間 や場の設定を大切 にしたい。

課題学 習において,生 徒の主体的 な学 習を促 し,数 学的 な見方や考 え方の育成を図 るために

は,そ の要件 につ いて十 分に吟味 され た教 材を用 い,一 人一 人の生徒が興味を も ち,意 欲 的に

問題 に取 り組む指導 の工夫 を心が け ることが大切 である。 さらに,日 頃か ら教師 自らが問題 意

識 を も って題材を探 し,教 材を課題学 習的に見直 した り,日 常事 象を数学的 にと らえた りす る

目を養 うことも大切 である。

引用文献 中学校数学指導資料指導計画の作成と学習指導の工夫 文部省
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皿 生 徒 の 主 体 的 な 活 動 を 生 か し た

指 導 の 工 夫

一 三角形 の合同の指導を通 して

1.主 題設定の理由

学習指導要領の中学校数学科の 目標の中に,「 数学的な見方や考え方のよさを知 りrそ れ

らを進んで活用する態度を育てる。」とある。生徒に数学的な見方や考え方のよさを 分からせ

るためには,一 人一入の生徒が,主 体的,積 極的に数学の学習に取 り組み,教 材に含 まれて

いる数学的見方や考え方のよさに気付き,そ れらを活用 しようとする意欲を培 うことが大切

である。 しか し,日 常の授業を省みると生徒にとって知識の習得や技能の習熟に力を入れる

指導がなされr問 題解決に当た って十分考える時間を与えていないなどの教師主導型の授業

になりがちである。そこで,操 作や作業などの体験的な学習などの指導を工夫するとともに,

班学習などの授業形態にも配慮 して,生 徒に活動の場を与え,数 学に対する興味 ・関心を高

め,一 人一人の生徒の思考過程を大切にす ることにより,数 学的な見方や考え方を育ててい

きたいと考え,本 主題を設定 した。

2.研 究の=ねらいと方法

(1}ね らい

① 生徒の主体的活動を通して,三 角形の合同条件を発見 させる。

② 作業を通 して生徒の思考を大切にし,発 見する楽しさ,喜 びを味わわせる。

③ 操作活動を通して,興 味 ・関心をもたせ,数 学的な見方や考え方を育てる。

② 方法

① 三角形の合同条件がどの程度理解 されているか実態調査をする。

② 実態調査を分析し,問 題点を明らかにし,ね らいに沿 った導入教材を検討する。

③ 個人の操作活動 班活動 集団思考の方法について検討する。

④ 学=習指導案 の略案を作成し,授 業実践を試みる。

⑤ 授業を 分析し,学 習指導案の再検討をする。

⑥ 再び授業実践 し,生 徒の学習活動を通 して,主 題の解決に向けての仮説の検証を行 う。

⑦ 研究のまとめと,今 後の課題について検討する。
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3.研 究内容

(1}三 角形の合同に関す る基礎的な内容についての調査

中学校で学習する内容の中で,生 徒に最も定着 しに くいものの1つ に図形の論証がある。そ

こでその基礎 ・基本 となる三角形の合同条件が,ど の程度理解されているか,研 究員の所属校

の中学校3年 生全員に次のような調査を行 った。その結果 は次の通 りである。

1.三 角形 の合 同条件 を書 いて下 さい。

3辺(の 長 さ)が それぞれ等 しい

2辺(の 長 さ)と その間の角が それぞれ 等 しい

1辺(の 長 さ)と その両端の角が それぞれ等 しい

2.次 の2つ の三 角形 はそれぞれ合 同にな りますか。

幽
畿
ぐ

ム
」

ω

②

㈹

凶

⑤

4
▽

乙
菊 覧

55

」

96%

84%

奥
塘

ρ0

7
犀

90%X81
55'4c;

3「

62%(9)∠!

84%

伐
ぐ
し

正解 率

74%

75%

70%

94%

88%

53%

ム62%

3.次 の そ れ ぞ れ の 条 件 で 書 い た 三 角 形 は い つ で も 合 同 に な り ま す か 。

(1)4CTT],6CIT!,5CIT184%

(2)6㎝,5㎝,40070%

13)6cm,40°,55°53

4.△ABC≡ △DEFで あ る こ と を い い た い 。 三 角 形 の 合 同 条 件 に 合 う よ う に 次 の 口 に

あ て は ま る 辺 や 角 を ・ す べ て 書 い て 下 さ い 。2つ 以上あ る

場 合のみ記 入

AD(1)AB=DE・BC=EF,口==[コ →()31%

4ム::;型1:二1=二1:=:臼::;1畿
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この結果 か ら考え られ ることは,2の(4)・(Slで み られ るよ うに 「角が等 しい と合同 」とする

生徒 が 多い こと,3の ⑧ では 「2角 が等 しいと残 りの角 も等 し くなる 」ので合同条 件 「1辺 と

両端 」にな るとす る生徒が 多い ことか ら,1と4の 正答 率を比較 して も分か るよ うに,言 葉 と

しての表 現はで きて も合同条件 を活用 し得な い生徒が 多い ことが分か る。 すなわ ち,3つ の合

同条件 を,知 識 として は身に付け てい るが,そ の 内容 につい ては論理的に理解 していない生徒

が非 常 に多いとい うことが 分か る。で はなぜ そ うな るので あろ うか。 い きな り3つ の 辺や角 を

与え,こ うなると合同にな りこれで はだめ だ とい う形で指導 してはいない だ ろ うか。数学 は常

になぜ そ うなるのかとい う疑問を もたせ,ど の よ うな考えで規則が生 まれ るのか生徒 に考え さ

せ,納 得 させると ころまで指導す る ことが求 め られ る。 自分の論理 で都合 よ く考 えを進 め るこ

とはで きるが内容 に飛躍が あ ってはいけない と思 う。 そ こで我 々は,図 形の論 証の基本にな る

三角形 の合同条 件を短時間 の題材 として一与え るの ではな く,時 間 はかか って も,一 入 一人の生

徒 に操 作的活動 を与え,発 見させ るとい う体験 的学習 によ って生徒 自らが導 き出す方法を考 え

ることに した。

② ね らい達成のための具体的方策

構想図 生徒の学習意欲の喚

W

師主導でない、生徒の主

性を生か した授業を行 う。

騒
i合同条件を覚えていて も活用できない・また・i

鞭 韮蕪 巌 謙 場合は解けるが'耀

生徒 に活動 の場 をで きるだけ

多 く与 え る事 によ り、数学 に

、味 ・関心 を持 たせる。

W

匠璽 う結果と考紳 匝 褻

…i合 同条件を定着させるために自分たちで親

iする喜びを勅 わせる・

i作業によ順 味 ・齢 を高め冶 同条件を正

確 に理解 させ て活用 で ぎるよ うにさせ る。

_...32



{乙}指 導案2時 間扱い

合同の意味の確

認

課題提示

移動 して重 ね合わす ことが で きる図

形 を合同な図形 とい う。

三角形 が書 かれ ているカー ドを計4

放配 布す る。

分度器,コ ンパ ス,定 規 を用いて合

同 な三角形を それぞれの カー ドの右

側の欄 に書 く。

作業の前 に次の注 意を徹底 させ る。

。角の大 きさ,辺 の長 さは測 って

良 い。

・なるべ くいろい ろな方法で書 く。

。な るべ く少ない条件で書 く。

・書 き方が 分か るよ うに測 った角

や辺 に数値を記入 する。

大 きさや長 さを測 った角 や辺 にサ

合同になるか確認する。

班長が 自分の カー ドを1枚 机 の上 に

出し,他 の班 員がそれ と同 じ書 き方

の カー ドを 出す。

同 じ書 き方の カー ドを まとめ る。

各班 で出て きた書 き方を発表 用のプ

リン トにまとめ る。

各班の発表用 のプ リン トを黒板 には

るo

進行とまとめ役は班長 とする。

合同になるかどうかの確認は各班

にクリアーシー トを配布して利用

させる。

同じ書 さ方 という意味が分からな

い場合机間指導で個別に説明する。

大 きさや長 さを測 った角 や辺 には

サイ ンペ ンな どで色 をつけ させ る。
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分類の検討

教師が1枚 選びそれと同じ書 き方の

ものを選 ぶ。

ア3辺

イ2辺 と1つ の角

ウ2辺 とその間の角

オ1辺 と両端の角

力 移動を利用 して書いたもの

キ その他

アについ て実際に書いてみ よ う。

3辺 が4cm,5㎝,6㎝ の三角 形を

書い てみ る。

全員 同 じにな ることを確認 す る。

イ とウは違 うか な。 「2辺 と1つ の

角 」ではいけないか実際 に書 いてみ

よ う。

2辺 を4(m,6㎝,1つ の角 を30。

として三 角形 を書 いてみ よ う。

予想 される生徒の反応例

図2

移動などを利用したものも取 り上

げ,評 価するが深入 りはしない。

ク リアー シー トに2辺 を4cm,

C`111,間の角 を30。 とした図 を書

いて生徒 に与え,こ れ と重 ねて,

異 な った三角形 が書 けたか ど うか

確認 させ る。

6

「2辺 とその問の角 」としない と合

同にな らない場合が あ る。

エ とオは違 うか な。

「1辺 と2つ の角 」ではいけないか

実際 に書 い てみ よ う。

ク リア ー シ ー トに1辺 を6㎝,そ

の 両 端 の 角 を40。,60。 と し た

図 を 書 い て 与 え,こ れ と 重 ね て,
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1辺 を6㎝,2つ の角を それぞれ

40。60。 として三角形を書 い

てみ よ う。

予想 される生徒の反応例

三角形の合同条

件

「1辺 と両端の角 」としない と合同

にな らない場合が ある。

・3辺 が それぞれ等 しい

・2辺 とその間の角が それぞれ等 し

いo

・1辺 とその両端 の角 がそれぞれ等

しい。

異 な った三角形が書け たか ど うか

確 認 させ る。

)内 の角度 を計算せず に書 い

た生徒 につ いては,)内 の角

度を計算 して1辺 を書 き,次 にそ

の両端 の角 を書 くことの よさに気

付かせ る。

(評 価)・ いろいろな方法 で三角形 を書 き,書 き方を分類整理す ることがで さたか。

・「2辺 とその間の角 」,「1辺 と両端の角 」がない と必ず しも合同な三角形が・書

けな いことを理解 で きたか。

・合同条件 を まとめ ることがで きたか。

.-15一



(4)授 業 の考 察

の 授業 分析

・第1時 の カー ドに作図をす る作業 は
,す べ ての生徒が積極 的に取 り組ん でいた。

・班活勤 では,最 初の うちは とまど っていた班 もあ ったが,ク リアー シー トによ る合同の

確 認作業 を きっかけ に活発 に意見を 出し合 うよ うにな ってい った。

・各班 ごとに発表 し,学 級全体 で分類 する と きも,生 徒 一人一人が興 味を持 って参加 して

いた。 これ は,個 人の活 動か ら,班 活動 を経 て,自 分達 の意見 を発表 した ことで意識が

強 くな ったため と考え る。

・「2辺 と1つ の 角 」や 「1辺 と2つ の角 」についての反例を考え る作図 で は
,友 達 よ り

早 く発見し よ うと意欲的 に取 り組 んでいた。

・反例 を発 見で きなか った生徒 も友達 の発表 を聞 くことで理解が深 ま
った。

以上の ことか ら,一 人 一人 が三角形の合同条件 について熟慮 し,意 見 を出し合 い練 り上 げ

ることを通 じて,数 学 的な見 方 ・考 え方が高 まった もの と考 え る。

α)事 後調査

本指導案 に従い授業の実践 をした クラス(60名)と,教 師主導型 の指導 の授業を行 っ

た クラス(62名)に ついて,前 述(3-(1))の 調査 と同様 な問題で事後 調査 を行 った。

問1.2.4.に ついては大 きな差 はなか ったが,問3に おいて違いが見 られ た。

実践 クラス 教師主 導型 クラス

問3(1>58名97%50名81%

〔2)52名87%39名63%

(3)52名87%37名60%

この問題 は図が与 え られていないため,自 分で図形 を考 え る必要 があ る。従 って表面的

な理解 では正解 で きない と考え るが,明 らかに実践 クラスの正 答率が 高い。特 に,② の

「2辺 と間の角 」と③ の 「1辺 と両端の角 」に関す る問題で は,一 属顕著 な結果 が見 ら

れ た。 この ことか ら,生 徒 が合 同条件 につ いて深 く理解 で きた もの と考え る。

㈲ 授業 における生徒 の感想

・普段 は先生の話や黒板 を見て学習 してたが
,自 分達 で作図 し,考 え たの で楽 しか った。

・カー ドを使 った りして分か りやすか った
。

・班 ごとに考え て発表 するなど,と てもお も しろ い授 業だ った。

・三角形の合 同条件 の意味 と,ど うしてそ うな ると合同にな るかが よ く分か った。
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4.ま とめ と今後 の課題

(1〕 研 究の まとめ

三角 形の合 同条件 は,小 学校第5学 年 で 「図形の合 同及び頂点,辺,角 などの対応 につい

て理解す る こと 」「図形 の形 や大 きさが決 まる要素 に着 目す ること 」とい う合同の意味 や三

角 形の決 定条件 の指導がな され ている。 しか し,事 前調査の結果,こ の ことを知 識 として正

し く身に付け ているとはいいが たい ものが あ った。

また,三 角形を生徒 に一与え,合 同な三角形を作図 させ たと ころ,小 学校 で学 習 した作図法

や線 対称を使 った ものの ほか に定規 や コンパ スを駆使 しなが ら も,三 角形 の合同条 件 とは程

遠 い作図 を してい る生徒 も見 られ た。

このよ うな現状 を考慮 し,『 生徒 の主体的 な活動 を生 か した指導 の工夫 』を主題 として指

導 の工夫 を行い,次 の よ うな成果が得 られた。

ア 与 え られた三 角形 と合同な三角形 の作図をす る個 入の学習活動のみで な く,作 図 した も

の(作 図 の方法 の櫨類)の 分類を する ことによ って班 としての グル ープでの学 習活動 に取

り組 ませた。 その結果,自 ら,数 学 の授業 に参加 してい るとい う自覚 を もつ とともに,班

での学 習活 動で 自分では発見で きなか った事柄(三 角形の合同条件 の発見)に 気づ き,興

味 を もった生徒 もいた。

イ 作図 の方法 の 分類をす ることに よ って,合 同な三角 形を書 く方法の確認や作図す る上 で

の必要 な最 低の条 件を生徒に発見 させ ることが で きた。

ウ 三角形 の合同条件 を言葉の上 で知 ってい る生徒 が 多いが,な ぜ,そ の条件で なけれ ばな

らないか,生 徒 の導 きだ した 分類の検証 によ って深 く考え させ ることがで 窒た。

(2}今 後 の課題

生徒 が単 に合 同条 件の まる暗 記 に終 わ らないために,合 同な三角形 の作図→ 作図 方法の 分

類→ 作図方法の検証→ 合同条件の決定 とい う流 れの授業 に時間 を2時 間使 うことにな る。 そ

こで,1校 時 目と2校 時 目の撹業 のつなが りを大切 に していかな ければな らない。 また,生

徒の能 力や実態 に応 じて,班 の編成 を工夫 す る必要が あ る。

さらに,三 角形 の合 同条件 の確 認 として,班 活動 で作成 した カー ドの活用 を工夫 してい き

たいo

一17一



皿 コ ン ピ ュ ー タ を 効 果 的 に 用 い た 授 業 の 工 夫

1.主 題設 定の理由 と研 究のね らい

新学 習指導要領 には 「各領 域の指導に当 た っては必要 に応 じ コン ピュー タ等 を効果的 に活

用す るよ う配慮す るもの とす る。 」と示 され てい る。 コン ピュー タを利用 し,学 習効果 を高

め る指 導の工夫 は,コ ンピュー タが 多 くの 中学校 で導入 され てい る現状を み ると,一 層必要

とな って くると考え られ る。 そ こで,「 複雑 な図形 も正 確な動 きを伴 な って表 す ことが で き

る。 」「個人差 に応 じた,学 習活動 を進め る ことがで きる。 」な どの コンピュー タの特性 を

活かす ことによ り,学 習効果 が高 められ ると考 え,本 主題 を設定 した。

生徒 が意欲 的に学 習に取 り組 める コンピュー タを利用 した指導 の工夫 をね らい として,次

の観点 を もとに研究 を進め る ことに した。

① 生徒が イ メー ジ化 しに くい と考え られ る内容 を視覚 に訴 え・ 分か りやす くす る内容 には

ど うい うものが あるか。

② 生徒が 自ら思考す る場面 が作 れ る コンピュー タの使い方はどの よ うにした らよいか。

コンピュー タを効果 的 に活用す ることは,指 導法 の幅 を広 げ ることにつなが り,生 徒 の理

解 を援 助す る上 で も大い に役立 つ と考 え る。

2.研 究 の方法

(1)研 究 主題 についての共通 理解 をす る。

② 実態調査 として,生 徒 にア ンケー トを と り,コ ンピュー タを利用す る ことが効果 的 と考え

られ る単 元につい て検討 する。

(3)既 に開発 され てい る ソフ トについ て調査す る。

(4)授 業形態 は,コ ンピュー タに触れ なが ら,一 人一 人が意欲的 に取 り組 め るよ うに,1人 ～

2人 で1台 を使用で きる授業 につい て考え てい く。

(5}授 業実践 におけ る指導 内容(「 図形 の移 動 」)を 決定 し,プ ログ ラムを完成 させ る。

⑥ 指導案 を作 成 し,完 成 した プログ ラムを もとにして授業実践 を行 う。

(7)事 後 に意識調査 を行 い,授 業 の分析 を し,考 察 する。

(8)今 後の課題 につい て検討 し,研 究の まとめを行 う。
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3.研 究内容

(1)ソ フ ト作成 の単元

ア ンケー トの結果 で は,「 理解 しに くい内容 」に対す る回答 の多 くが,関 数の単 元 と図形

の単元 に集中 していた。 また,図 形 の 分野では コンピュー タの グラフ ィック機能の利用が 分

か りやすい と考 え,「 図形の移動 」の単 元で ソフ ト作 りを進 め ることに した。 「図形 の移動」

では コンピュー タを使 うことによ って,回 転移動,平 行 移動,対 称 移動が正確 に行 え,次 第

に変わ ってい く移動の様 子が 確認で きるの で,課 題 に対 して,よ り思考 を深 め られ る。 また,

生 徒の キー操作 によ って図 形を移動 させ た りする ことに よ って生徒 に興味 を もたせ て取 り組

ませ ることがで きると考え,「 図形の移動 」での研究 を深め ることにした。

② ソフ ト作成上 の留意点

ソフ ト作成 に当た っては,単 に見て納 得す るもの でな く,以 下の ような点に留意す る こと

に した。

ア 問題 解決の ために,思 考 を深め仮説が立 てられ る ソフ ト

イ 立 てた仮 説を検 証で き るソフ ト

ウ 生徒 が興味 ・関心を持 って取 り組む ことがで きるソ フ ト

エ 生 徒一人一人が操作 して学 習を進 め る ことがで きる ソフ ト

以上の ことをふ まえて ソフ トの作 成 をし,コ ンピュー タの効果的活用を試み ることに した。

{3)授 業実践

ア

イ

ウ

工

実践例K図 形の移動"

指導 目標

1移 勤の意味 とその種類を理解する。

2移 動と合同の考えを利用し図形の見方を身に付けさせる。

指導計画

第1時 移動の種類と意味を理解する。

第2時 作図をもとに平行,回 転,対 称移動の性質を理解する。

第3時 移動 と合同の考えを利用 し,図 形の性質を理解する。

指導過程

図形の移動を活用する考え方を重要視する必要があることから,第3時 の指導を工夫す

る こ と と し た 。
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第3時

指 導 内 容

導入(前 時の復習)

学 習 活 動

前時に学習した図形の移動について確認

する。

指導上の留意点

平行,回 転,対 称移動

の特徴を簡単に確認す

るo

課 題1

右 の図 の よ うに2つ の正 方形 を

一方の対角線の 交点 に他 方の正

方形の頂点が くるよ うに重ね る。

このと き,重 な った部 分の図形

の 面積 について考 えてみ よ う。

課題内容の確認 と酬1蘭 にあらわれた2つ 正方形の うち片

積 がど うな るかを コン!方 が 回転 す る様子をみ て重 な る部 分の形
i

ピユータ画面を使い矧 の変化をaす る。

1

え させ る。

重なり部分の面積が

一定であることを回転

移動を利用し説明でき

ることに気付かせる。

回転移動で合同な三

角形が見つかり面積が

②重 な りの部 分の形 は変 わ るが面積が一

定であ る ことを,→,← キーを使い正方

形 を回転 させ,重 な りの部 分の形を用紙

に記入 させ,そ の理 由を考え る。

(31スペー スキーを押 し対角線 を表示 させ

考 え させ る。 用紙 に対角線 を記入 させ る。

面積が 一定で ある ことの理 由を発表 さ

せ るo

コ ンピュー タの画 面をみて面積が1/4

で あるこ とを確 認す る。

回転画面を見 させ課

題内容を理解できたか

を確認す る。

→,← キー以外には

ふれないよう指示する

各自自由に操作させ

る〇

三角形の移動につい

ての学習内容を忠い起

こさせる。

初め教師用の画面を

転送 し,そ の後各 自で
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一定で あ ることを画面

か ら理解 させる。

確 認 させ る。

課題2

正 方形 で考え たことは,他 の 多角形に あてはめ るとど うな るか しらべてみ よ う。
ら

(1)長 方形 ② 正三 角形(3}正 六角形

長方形,正 三角形,

正六角形 の場合 につ い

て考 え させ る。

正解画面をみてそれ

ぞれの場合に面積が一

定か確認 させる。

まとめ

(1>長方形の場 合について重な り部 分の面

積が 一定 であ るかど うか を予想 し用紙 に

記入 させ る。

画面 で長方形 を→,← キーで動か し調

べ た結果を用紙 に記入 させ る。

②正三角形 同様に進める。

(3)正六角形 同様に進める。

それぞれの場合に面積が一定かどうか

とその理由を発表させる。

画面をみて回転移動を利用 し説明で き

ることを確認する。

移動を利用し合同な三角形が見つけら

れるその他の例により画面で確認する。

図形の移動を利用し

調べることを確認する。

教師 の指示に よ り調

べ させ る。

キー操作を確認 して

い く。

教師用 の画面 を転送

し,確 認す る。

移動 と合同の考えか

ら図形の性質が見つけ

られことをまとめる。

一21一



<そ の他の例1>

2つ の合同な三角形が回転移動で重ね

合わせることがで きる画面。

<そ の他の例2>

4つ の合同な三角形が平行,回 転移動

で重ね合わせることできる画面。

(4)授 業 の考 察

ア 生徒 の感想

・この授業を黒板 でや った ら,ぜ んぜ ん分か らなか ったと思 う。

・少 し緊張 するが,自 分の ペー スで理解 しなが ら授業が進 め られたので良か った。

・コン ピュー タを使 うと}動 きが あるので分か りやす く,授 業が楽 しい。

・自分で図形が動か せて,と て もおもしろ く,分 か りやす い。

・黒板 と違 って,実 際 に図 形を動か してみ ることがで き分か りやすか った。

'画 面がす ぐ前にあ るの で見 やす く,集 中で きた。

・ コン ピュー タを使 うとよ く頭 にはい る。

・説 明の画面 を見て,自 分の考 えが 間違 え てい た ことが 分か った。

・予想 と違 ったので,コ ンピュー タが なか ったら埋解 で きなか った と思 う。

・今 日の授業 は,今 まで の コンピュー タを使 った授業 よ り考 え ることが 多 くてや りがい

が あ った。

・図形 の動 きが今 まで よ り多 くて楽 しか った。

・最初 は難か しそ うでいやだ ったが ,授 業が始 ま り進 んでい くうちに楽 し くな った。

・いつ もの授業 よ り難か しか ったが コンピュー タを使 ったの で 分か りやすか った。

イ 調査内容 とア ンケー ト結 果(調 査対 象 ユ年生70名)

σう 今 日の授業 は楽 しか ったです か。 ・はい99%・ ど ちらともいえ ない1%

←f)今 日の授業 は分か りやすか ったですか。 ・はい94%・ ど ちらともい えない6%
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(ウ)

匡)

Gウ

併

コンピュー タを使 った授業 は好 きですか。 ・はい100%

コ ンピュー タを使 った授業 は普通 の授業 に比 べて質 問 しやすいですか。

・質問 しや すい26%・ 変 わらない74%・ 質問 しに くい

コンピュー タを使 った授業 は楽 しいですか。 ・はい100%

コンピュー タを使 った授業 は 分か りやす いですか。 ・はい100%

コンピュー タを使 った授 業を今 後 もや りたいですか。 ・はい100%

o%

ウ 授業 の分析

。課題1に おいては,コ ンピュー タ画面を使 い説明す ることによ り,多 くの生徒 が理解 しや

すい と答え た。(調 査人数70名)

・課題2に おい ては,最

初の予想 と コンピュー タ

を操作 して調 べた結果 と

の生徒の思考の変化 は右

の表の通 りで あ った。 正

答を得た生徒 は,長 方形

で は90%,正 三角形で は

85.7%,正 六角形で は

100%で あ り,コ ンピュ

ー タを操作 す ることに よ

り,正 答を得 ることが で

灘1翻 ∴lll識1∵簾:/
った ク ラスで は,正 答 を得 た生徒 が,長 方形で は70%,正 三角形で は27.8%,正 六角形

で は83.3%で あ った。

一

長 方 形 正三角形 正六角形

一 定→ 変わ る 27(386%) 38(543%) 0(0%)

変わる→変わる 36(514%) 22{31.4) o(o%)

一 定→ 一 定 6(86%) 8(114%) 39(55.7}

変 わる→ 一 定 1(1.4°x) 2(29%) 31(443%)

工 考察

・コンピュー タを使 って,図 形を実際 に移 動 させ て見せ ることによ り,図 形の形の変化 の

様 子を分か りやす く見せ ることが で き,生 徒 の思 考を援助す る上 で大 いに役 だ った と考え
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られ る。

・コンピュー タを授業 に使 うこ とによ り教 師に時間 的ゆと りが で き,そ の時間 を机間巡

視 に充 て,個 に応 じた指導が しやすい。

・生徒 一人一人が コン ピュー タを操作 し,図 形を動 かす ことによ って内容が 分か りやす

くな ったこ とが授業 に意欲 的に取 り組め た一つの要 因であ ると考 えられる。

・生徒 の感想の ほ とんど に コンピュー タを使 った授業 は分か りやすい,楽 しい と書いて

あ り,今 後 も コンピュー タを使 った授業 を強 く希望 してい る。

4.今 後 の課題

コ ンピュー タを効果 的に利用す るためには,コ ンピュー タをどの よ うな場 面でどの よ うに

使 うかを考 え ることが大切で ある。 自作 ソフ トは,生 徒 の実態 や授業 の流れ に即 した内容を

盛 りこめる ことが で き効果 的 な活用が しやすい。 しか し,以 下の よ うな課題 も考 え られ る。

(1)授 業 に効果 的な ソフ トをどの よ うに準備す るか が大 きな課題 であ る。 ソフ トが充実 して こ

そ コンピュー タの機能 が生か され る もので あるが,現 状 は ソフ トがあ ま りない状態であ る。

しかし,自 作の ソフ トを作成す るには,あ まりに多 くの時間 と労 力がかか り,か な り難か し

いo

② コン ピュー タを使 った授 業への興味 ・関心が数学 の内容への興味 ・関心 につなが る指導 を

工夫す る必要が あ る。

(3)コ ンピュー タ画面 を見て,理 解 した ことが本当の意味で理解 で きたかを確認 しなが ら進 め

るこ とが大切 であ る。

(4)コ ンピュー タを使 って,結 果を画 面で提 示す るだけ にならな いよ うに生徒 の考え る場 面を

大事 にした利用法 を工夫 す る必要が ある。

参考文献 中学校数学シ ミュレーシ ョン作成のための実践テクニック集

井出 昭著 東京書籍
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